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反映して期待するような時間変化をするのかどうかを 3 次元 FDTD[2]シミュレーショ
ンによって確認することにした。本稿は、そのシミュレーションの報告である。 
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２では、月物質の平均粒径が 20mm から 300m
まで深さの1次関数として変化すると仮定し、
モデル３では同様に 40mm から 600mm（モデル
２の2倍の大きさ）まで変化すると仮定した。 
すべてのモデルにおいて粒形は 3 軸不等楕







































すなわち、周波数 f、時刻 t における偏波比 R(f,t)を 
( ) ( )












),(     （１） 
のように定義する。ここで、P の添字の X,Y は送受信アンテナの組を示す。たとえば、
添字が YX の場合は送信アンテナが Y アンテナ、受信アンテナは X アンテナであるこ
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